
10月26日（火）正午(12時）一斉解禁

【報道各位】

平素より大変お世話になっております。この度、東京アニメアワードフェスティバル実行委員会及び一般社団法人日本動

画協会は、国際アニメーション映画祭「東京アニメアワードフェスティバル2022（TAAF2022）」を、来年2022年 3月11日(金)

から3月14日(月)までの4日間、池袋にて開催いたします。

―進化するTAAF2022－

メインビジュアル解禁
今年のメインビジュアルは京都アニメーションが制作！

先人のアニメーション制作を感じながら未来に想いをはせる！！

この度、TAAF2022のメインビジュアルが完成いたしました！

今年のメインビジュアルは、昔ながらのセルアニメ制作の現場を、江戸・明治・大正時代風
に表現することをコンセプトに、株式会社京都アニメーションにご作成いただきました！

■京都アニメーションからのコメント

描かせていただいたメインビジュアルのコンセプ
トは、昔の日本（江戸、明治、大正）の雰囲気で
アニメの制作風景を表現する、というものです。
また現在主流となったデジタルによる制作では
なく、昔ながらのセルアニメ制作を題材としてい
ます。

デジタル化が進んだ昨今、弊社でもセルによる
アニメ制作を経験しているスタッフが少なくなりま
した。例えばセルに塗料で色を塗った後、発生し
た気泡を消すためにセルの裏側からヘラでトント
ン叩く、などというのは経験した人でないとわか
らないと思います。
メインビジュアル中央右上の女性がその作業を
しています。誇張、ディフォルメ、簡略化して描い
ておりますが、実はそんな風にリアリティにこだ
わっております。

今回のイラスト制作は、先人のアニメ制作を感じ
取れたり、あるいは未来に想いを馳せたりできる
楽しい作業でした。このメインビジュアルが
TAAF2022を少しでも彩るものとなりましたら幸い
です。

株式会社京都アニメーション

1981年創業。京都府宇治市木幡を拠点に京都と大阪でアニメーションを制作。

企画から、演出、作画、ペイント、美術背景、3DCG、撮影に至る、映像作りにお

ける制作工程のほとんどを社内で行っている。グッズ企画・製作や出版を手掛け

るなど、アニメーションを軸とした、エンターテインメント企業を目指している。
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＜報道各位からのお問い合わせ＞
東京アニメアワードフェスティバル実行委員会事務局（一般社団法人日本動画協会内）

担当：黒田E-mail：press@animefestival.jp

<プリマステラ> 貝塚千恵 090-9418-1101 primastella316@gmail.com
※読者・視聴者からのお問い合わせは公式HPまで

■日 程： 2022年3月11日（金）～3月14日（月）

■会 場： 東京・池袋

■主 催： 東京アニメアワードフェスティバル実行委員会、一般社団法人日本動画協会

■共 催： 東京都

■事務局： 東京アニメアワードフェスティバル実行委員会事務局
（一般社団法人日本動画協会内）

※TAAF2022の詳細は公式HP をご覧ください （公式HP： https://animefestival.jp/ja/）

■東京アニメアワードフェスティバル（TAAF）とは

2022年で9回目の開催となる東京アニメアワードフェスティバル（TAAF）は、2002年より「東京国際アニメ

フェア」の一環として行われていた「東京アニメアワード」を独立・発展させた国際アニメーション映画祭で

す。本フェスティバルは、「次世代のアニメーション制作を担う人材の発掘・育成等を行い、東京のアニ

メーション文化と産業の発展・振興を図ること」及び「東京の魅力を発信し、東京の観光振興に資するこ

と」を目的とし、『東京がアニメーションのハブになる』を合言葉に、高いクオリティとオリジナリティに富む

世界中の作品を東京で上映し、世界中のアニメーションを愛する人々との交流を図ること、クリエイター

や観客に刺激と感動を提供すること、そしてその感動や刺激を糧にアニメーションの新たな波を東京か

ら世界へ発信することを目指します。

■各アワードの紹介
◎コンペティション部門
広く国内外から、プロ・アマを問わず募集しています。60分以上の長編アニメーション、30分未満の短
編アニメーションのそれぞれから「グランプリ」「優秀賞」他各賞を選出します。選考の柱となるのは、オ
リジナリティ、先進性、確かな技術、大衆性です。特に昨年度から短編部門内に創設された「学生賞」
は、日本でアニメーションを学ぶ学生のための賞となります。会期中には劇場にて、ノミネート作品の
数々を、国内外の制作者と共にお楽しみ頂けます。

◎アニメ オブ ザ イヤー部門
日本国内で上映・放送された作品の中から、 アニメファンが選ぶ「アニメファン賞」、アニメ業界のプロ
が選ぶ『これは観ておきたい』と思う「作品賞」、『この人に注目してほしい』と思う「個人賞」が投票で選
ばれます。

◎アニメ功労部門
アニメーション産業及び文化の発展に寄与した方々を顕彰するものです。アニメーションの技術、表現
だけでなく、人材育成を含む教育活動、国際交流など、広くアニメーション産業の社会的地位の向上に
貢献された方々に、この賞を贈呈いたします。

＜東京アニメアワードフェスティバル 2022開催概要＞
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